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原
案
で
は
、
現
在
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
河
口
か
ら
、
瑞
沢
川
合

流
点
ま
で
の
約
７
㎞
区
間
に
加
え
、

そ
の
上
流
の
瑞
沢
川
合
流
点
か
ら

阿
久
川
合
流
点
ま
で
の
約
４
・
５

㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、
用
地
買
収
に

よ
る
河
道
拡
幅
を
行
い
、
そ
の
上

流
の
阿
久
川
合
流
点
か
ら
豊
田
川

合
流
点
ま
で
の
約
２
・
１
㎞
区
間
に

つ
い
て
は
、
用
地
買
収
は
行
わ
ず

片
側
の
護
岸
を
立
て
る
こ
と
で
断

面
を
拡
げ
流
下
能
力
を
高
め
る
と

し
、
さ
ら
に
、
第
二
調
節
池
容
量

の
増
設
に
よ
り
、
上
流
側
で
溜
め

る
水
量
を
増
や
す
と
い
う
案
が
示

さ
れ
、
こ
の
会
に
お
い
て
概
ね
了
承

さ
れ
た
。

　

阿
久
川
に
つい
て
は
、
長
尾
地
区

の
獅
子
吼
橋
か
ら
市
兵
衛
橋
ま
で

の
１
・
８
㎞
区
間
が
未
改
修
で
あ
る

が
、
今
年
度
か
ら
下
流
側
に
お
い

て
工
事
着
手
さ
れ
、
引
き
続
き
整

備
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
豊
田
川
に
つい
て
は
、
一

宮
川
合
流
点
か
ら
立
掘
橋
付
近
ま

で
の
約
４
・
５
㎞
が
改
修
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
、
本
川
で
あ
る
一
宮

川
を
豊
田
川
合
流
点
ま
で
改
修
す

る
こ
と
を
優
先
し
、
豊
田
川
や
阿

久
川
な
ど
の
支
川
を
含
め
た
流
域

全
体
の
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
って

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
一
宮
川
を
含
め
、

早
期
の
整
備
及
び
適
切
な
維
持
管

理
を
引
き
続
き
県
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

○
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

問
教
育
関
連
に
力
を
入
れ
、
充
実

さ
せ
る
こ
と
は
、人
口
減
少
問
題
の

一
つ
の
大
き
な
解
決
策
だ
と
思
わ

れ
る
。
何
よ
り
も
普
通
に
授
業
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
本
市
の
特
別
支
援

教
育
支
援
員
の
人
数
と
稼
働
日
数

を
含
め
た
活
動
状
況
に
つい
て
伺
う
。

答
平
成
26
年
度
の
特
別
支
援
教
育

支
援
員
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
に
２

名
、
小
学
校
に
14
名
、
中
学
校
に

３
名
の
計
19
名
を
配
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
年
間
授
業
日
数
は
、
平
均
２

０
０
日
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

支
援
員
の
配
置
日
数
は
、
平
成
25

年
度
実
績
で
は
平
均
１
８
８
日
と

な
って
い
る
。

　

活
動
状
況
に
つい
て
は
、
集
団
で

の
学
習
中
、
集
中
で
き
ず
に
席
を

離
れ
た
り
、
教
室
か
ら
出
て
し
ま
っ

た
り
、
大
声
を
発
し
た
り
等
で
他

に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
園
児
・

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
安
全
確

保
や
感
情
を
落
ち
着
か
せ
る
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
を
行
って
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

飯
尾　
　

暁
議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

○
産
業
振
興
の
基
本
姿
勢
（
農

業
政
策
の
進
捗
）
に
つ
い
て

問
米
価
下
落
に
よ
る
市
全
体
の
損

失
の
具
体
的
検
証
は
な
い
と
い
う
。

独
自
の
対
策
を
実
施
し
た
自
治
体

も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。
ま
た
、

本
市
で
実
施
し
た
場
合
の
予
算
額

及
び
そ
の
可
能
性
は
。
予
算
化
さ

れ
た
大
企
業
へ
の
巨
額
の
補
助
金

は
減
額
し
、
農
家
支
援
に
回
し
た

ほ
う
が
よ
い
。

答
米
価
下
落
に
よ
る
市
全
体
の
損

失
額
等
、
具
体
的
な
検
証
は
実

施
し
て
い
な
い
が
、
本
市
に
お
け
る

生
産
量
を
作
付
面
積
か
ら
換
算
し
、

Ｊ
Ａ
長
生
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
買
取
価

格
を
基
に
算
出
す
る
と
、
前
年
比

３
億
４
千
万
円
の
減
収
と
考
え
ら

れ
る
。

　

独
自
の
対
策
を
実
施
し
た
自
治

体
と
し
て
、秋
田
県
東
成
瀬
村
で
は

毎
年
発
表
さ
れ
る
米
価
の
概
算
金

と
当
該
年
度
を
含
む
過
去
５
年
間

の
平
均
の
概
算
金
と
の
差
額
に
お

い
て
、大
幅
な
下
落
が
発
生
し
た
場

合
に
、激
減
緩
和
措
置
と
し
て
、生

産
調
整
達
成
者
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
る
。本
市
に
お
い
て
、同
様

の
事
業
を
実
施
し
た
場
合
、約
１
８

０
０
万
円
の
予
算
が
必
要
と
な
る

が
、
本
市
の
全
生
産
者
は
、
お
お

よ
そ
１
８
０
０
人
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
生
産
調
整
達
成
者
は
３
５
２
人

と
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
激
減
緩

和
事
業
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　

な
お
、
今
後
も
で
き
る
だ
け
多

く
の
生
産
者
が
生
産
数
量
目
標
に

即
し
た
米
生
産
を
行
う
よ
う
促
し
、

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
へ
の
加

入
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

○
平
和
行
政
に
つ
い
て

問
平
和
宣
言
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

政
策
や
行
事
に
つい
て
の
実
績
は
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
は
戦
後
70
年

と
な
る
が
、
非
核
宣
言
自
治
体
協

議
会
へ
の
加
盟
や
、
悲
惨
な
体
験

の
認
識
を
市
民
が
共
有
す
る
た
め

に
も
、
被
爆
し
な
が
ら
蘇
っ
た
「
被

爆
ア
オ
ギ
リ
２
世
」
の
植
樹
な
ど
、

平
和
行
政
の
一
環
と
し
て
取
り
組

め
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
毎
年
、
８
月
１
日
か
ら
20
日

ま
で
の
間
、
美
術
館
に
お
い
て
「
広

島
・
長
崎
原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
展
」

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様
に
原
爆

被
害
の
実
態
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
平
和
に
対
し

て
の
意
識
高
揚
を
図
って
い
る
。
ま

た
、「
千
葉
県
反
核
平
和
の
日
リ

レ
ー
」
や
「
長
生
・
茂
原
平
和
大

行
進
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

反
核
及
び
平
和
に
対
す
る
啓
発
を

行
って
き
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
終

戦
70
年
の
特
別
な
企
画
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
今
後
も
平
和
都
市

宣
言
市
と
し
て
、
反
核
及
び
世
界

平
和
に
関
す
る
意
識
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

な
お
、
本
市
は
「
平
和
首
長
会

議
」
に
加
盟
し
、
世
界
各
国
の
都

市
と
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現

時
点
で
は
「
日
本
非
核
宣
言
自
治

体
協
議
会
」
に
加
盟
す
る
考
え
は

な
い
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
恒

久
平
和
に
寄
与
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
植
樹
に
つい
て
は
、
広
島

市
及
び
長
崎
市
で
は
、
平
和
の
象

徴
と
し
て
、
被
爆
に
耐
え
て
現
在

も
生
き
続
け
る
被
爆
樹
木
、
広
島

市
の
「
ア
オ
ギ
リ
」、長
崎
市
の
「
ク


